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１．設立
○1999 年 12 月 設立
○2001 年 1 月 社団法人化

２．活動目的

○情報化社会のインフラを担う産業として、

・ネットワーク産業の健全な発展
・インターネットプロバイダーの健全な育成
・利用者の利便性の向上
・国民生活の向上と我が国経済社会の発展

に寄与することを目的として活動してきた。

○とりわけ

・インターネットの利用者が「安全かつ快適に」利用できる環境の整備
・インターネット利用者の利便性の拡大、情報リテラシーの向上
・インターネット国際社会での競争力の向上

については、インターネットプロバイダー事業者としての重要な責務を担っている。

３．ＩＳＰ会員数
○１２０会員（総会員数２００）

Ⅰ．（社）日本インターネットサービス協会（ＪＡＩＰＡ）の紹介
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Ⅱ．提言の背景と目的

１．提言の背景

“ＩＴ国家戦略”／“ＩＰによるユビキタス社会の実現”に向けた取組の進展により
サービス・システム・事業構造は
○ブロードバンド化とオールＩＰ化が一体
○有線と無線のシームレスな利用環境
○ＩＰ統合型のレイヤ構造／水平分業型、垂直統合型

に変化し、オールＩＰのインターネット社会の実現に向かっている。

２．提言の目的

ＩＴ国家戦略の基盤としての次世代ＩＰインフラの整備に当たって、私どもＩＳＰは
今後ともインターネット社会を支えるプラットフォーム機能の提供等の重要な役割
果たす為に其の役割を担い、以って、インターネット社会の更なる発展とユーザ
利便の拡大を実現する目的から以下の提言を致します。
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Ⅲ．インターネット社会を支えるインターネットプラットフォーム機能

各レイヤ機能のアンバンドル化により、市場はオープンなレイヤ構造となり
機能の組合わせによる ＩＰ統合型サービスをワンストップで利用可能となる

水平的／垂直的な各レイヤ間における公正な競争が必要であり、それが
電気通信事業、インターネット社会の発展・拡大につながる。

水平的／垂直的な事業者間の関係規律のバランスを保って競争状況を
保つことが重要。

インターネットサービス事業者は、プラットフォームレイヤ機能を担って

利用者にインターネットサービスを提供、インターネット社会を支える。

回線交換網

ＩＰ電話網

加入電話 ADSL FTTH FWA
無線
LAN

直収電話

ITSP

固定通信 （有線、無線） 移動通信 （無線）

コンテンツ
アプリケーション
レイヤ

ＣＰ
ＡＳＰ

アクセス系

（地域系）

中継系

（長距離系）

ＮＷ
レイヤ

CATV

ＩＳＰ
サービス

ＡＳＰ
サービス

ドライカッパ
光ファイバ

ＩＰ統合型サービスのレイヤ構造

PHS

地域ＩＰ網

ユビキタス
環境

ブロードバンド
環境

ＰＳＴＮ

ＩＰネットワークサービスプラットフォーム
認証、課金、決済、顧客管理、セキュリティ ・・・

インターネット・イントラネット・データセンター、ＮＷ運用

ＩＰバックボーンネットワーク
（ＩＳＰはキャリアから調達等）

コンテンツ／アプリケーションサービス
ＥＤＩ、ＣＲＭ、Ｅマーケットプレース ・・・
メール、ＩＰ電話、映像、音楽、 ・・・
ショ ップ、ポータル、オークショ ン ・・・

回線
交換網

モバイルＩＰ

端末

携帯

電話機／ＦＡＸ

インターネット家電、ＳＴＢ、ＡＶ、ＴＶ、etc ゲーム機 カーナビ ＩＣタグ

携帯電話 ＰＣ ＰＤＡ

Ｔｈｅ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ

プラットフォーム
レイヤ

ＩＳＰのＩＰネットワークプラットフォーム主要機能
１．安定したインターネットＮＷ基盤の提供機能
①インターネットの自律・分散・協調の基本

理念に基づいたＩＰアドレスの割当
②ＡＳとしての経路制御・運用管理等

③バックボーン、相互接続（ＩＸ等）、海外接続、
ＢＢ・ユビキタスの利用環境構築

２．ユーザサポート・管理機能

①利用者の登録・管理
②認証によるＩＰアドレス付与管理
③課金・料金徴収・決済等

④コールセンター機能（端末、ＯＳ、ＡＰＬ、
キャリアサービスなど全問合わせに対処）

３．ポリシーコントロール機能
①ＱｏＳ／ＧｏＳ制御 等
４．安心・安全確保のセキュリティ機能

①通信の秘密保持、個人情報の保護
②不正アクセス対策やサイバーテロなどの
インシデント対応

５．多様で便利なサービス提供機能
①オープン化されたＮＷレイヤのサービスも

含めたＩＰ統合化サービスをワンストップで
提供（レイヤ間の公正な連携）

ＩＳＰ

図の出典
総務省平成１６年度電気通信分野

における競争状況の評価（案）

個人、店舗、コンビニ、企業、学校、官庁、自治体、ロボット・機械、食品、家畜 など

利用者

利用対象
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Ⅳ．インターネットプラットフォーム機能の重要性から見た課題

１．ＩＰｖ６の付与・管理・運用の在り方

１）ＩＰ統合型レイヤ構造におけるプラットフォームレイヤの基本機能として、インターネットの自律・分散・協調を原則
としたオープンな世界（即ちＩｎｔｅｒｎｅｔ Ｗｏｒｌｄ）でのＩＰｖ６の付与・管理・運用の在り方。(IPv6にあっても、IPv4と
同じモデルが良いのではないか、という意味において）
（クローズな利用目的に閉じた世界でのＩＰｖ６の活用／付与・管理・運用の在り方とは異なる。）

プラットフォームレイヤはＮＷレイヤの上に位置する。
インターネットサービス事業者が利用者にインターネットサービスを提供する為のアクセス回線は、アクセス回線系
の事業者に依存する事業構造となっている。
この事業構造を踏まえた、ＩＰアドレス（ＩＰｖ４、ＩＰｖ６）の付与・管理・運用の在り方。

仮に、アクセス回線系の事業者が、上記IPｖ６の付与・管理・運用を行う場合には、『ＩＳＰ中抜き』となり、事業基盤
の維持が困難となり、ＩＳＰが担ってきたプラットフォームレイヤ・機能が無くなる。
結果として、ユーザにとってのサービス選択性が制限されるだけでなく、インターネットサービス自体の提供が
困難になる。
因みに、ＪＰＮＩＣで管理するＡＳ番号割当総数は２００４年度で５７３あり、全国あるいは地域に根ざして特徴を
持った自立・分散・協調の構造が崩れる。

２）ＩＰｖ６の活用に当たっては、利用者（人、端末、モノ、動物等）／ＮＷ（ＤＮＳ）／サービス（ＡＰＬサービス）の３つを
識別・認証する機能と、相手を検索するディレクトリーサービス機能が一体で提供されることが極めて有用であり、
オープンなインターネットでのプラットフォームレイヤ基盤の活用の在り方が重要となる。

２．ネットワークインフラのオープン性の維持

全国あるいは地域に根ざしたＩＳＰが夫々特徴ある多様多彩なサービスをワンストップで提供できる手段を確保する
ことは、ユーザにとってサービスの選択肢が拡大し、インターネット社会の発展に繋がる。
そのために、ネットワークインフラのオープン性を維持することが重要である。
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★今後のインターネット社会の発展とユーザ利便の拡大を目的として、ＩＳＰを会員とするＪＡＩＰＡは、以下の項目
につき、総務省、および、関係者の皆様に提言致します。★

１．（総論） 自律・分散・協調を本質として発展してきたオープンなインターネットの特徴を活かした次世代ＩＰ
インフラの促進。

２．インターネットサービス事業者が提供するプラットフォーム機能は、社会インフラとして重要な役割を担っている。
ＩＰｖ６時代を見据えたプラットフォーム機能は、インターネットサービス事業者が引き続きその役割を担うべきと
考えるが、その定義と在るべき姿の検討。

３．インターネットセキュリティ／ＩＰアドレスの付与・認証の安全性向上を図る為の検討。
プロトコルの標準化とシステム設計への取り組み。

４．次世代ＩＰネットワーク、特に、光ブロードバンドサービスにおいて、各事業者が、それぞれの特質を活かした
多様なサービスを提供する事がユーザへの利便性拡大とNWの需要喚起につながると考える。
その為のオープンなネットワークインフラの在り方の検討。

Ⅴ．提言（まとめ）


